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「
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
方

に
教
育
を
通
じ
貢
献
し
た
い
」

と
、
ソ
シ
エ
テ
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
証

券
会
社
東
京
支
店
が
当
協
会
の

事
業
と
設
備
強
化
を
３
年
間
支

援
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
初
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

７
月
１
日
付
で
交
わ
し
た

「
協
力
に
関
す
る
契
約
書
」
に

は
本
年
度
３
０
０
万
円
の
寄
付

と
随
時
追
加
支
援
が
あ
り
得
る

こ
と
の
ほ
か
、
職
員
に
よ
る
追

加
寄
付
の
奨
励
も
記
さ
れ
て
い

る
。
使
途
は
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー

学
院
生
の
奨
学
金
、
教
育
機
器

の
購
入
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
記

念
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
３
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
。 

フ
ラ
ン
ス
金
融
大
手
の
ソ
シ

エ
テ
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
世
界
82
カ

国
で
、
毎
年
６
月
に
「
シ
チ
ズ

ン
シ
ッ
プ
・
ウ
イ
ー
ク
」
を
設

定
し
、
社
会
貢
献
活
動
を
積
極

展
開
し
て
い
る
。
契
約
に
先
立

ち
藤
元
節
理
事
長
が
同
ウ
イ
ー

ク
中
の
６
月
14
日
に
同
支
店
の

昼
食
会
に
招
か
れ
、
協
会
紹
介

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
な
が
ら
支
援

を
お
願
い
し
た
。 

９
月
末
ま
で
に
同
支
店
分
と

職
員
分
を
合
わ
せ
て
３
３
６
万

５
千
円
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら

れ
、
学
院
の
後
期
授
業
に
間
に

合
う
よ
う
、
拡
大
読
書
器
３

台
、
Ｃ

Ｄ

読

書

器
、
Ｃ

Ｄ

コ

ピ
ー
機
各
１
台
と
学
院
初
の
臨

床
実
習
用
電
動
ベ
ッ
ド
を
配
備

し
た
。
さ
ら
に
点
字
図
書
館
の

自
動
高
速
Ｃ
Ｄ
コ
ピ
ー
機
に
続

い
て
学
院
に
人
体
模
型
３
基
、

実
技
実
習
用
電
動
ベ
ッ
ド
１
台

を
導
入
し
た
ほ
か
教
室
の
コ
ン

セ
ン
ト
増
設
も
果
た
し
、
安
全

対
策
も
万
全
。
「
こ
ん
な
に
早

く
学
習
環
境
を
整
備
し
て
も
ら

え
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
私

た

ち

も

頑

張

ら

な

く

て

は
…
…
」
と
、
学
生
た
ち
は
感

謝
し
て
い
る
。 

今
回
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
「
私
た
ち
に
任
せ
て
」
と

い
う
同
支
店
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
の
佐

藤
有
子
さ
ん
と
広
報
部
の
加
藤

浩
子
さ
ん
の
申
し
出
を
受
け

て
、
墨
字
と
拡
大
文
字
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
を

お
願
い
し
た
。
当
日
は
同
支
店

ハ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ク
社
長

も
臨
席
さ
れ
、
支
店
職
員
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
４
人
が
昼
食
時
の
飲

み
物
配
布
に
大
活
躍
し
た
。
同

社
長
は
「
素
晴
ら
し
い
コ
ン

ク
ー
ル
で
し
た
」
と
感
激
の
面

持
ち
だ
っ
た
。 

 
 

ソ
シ
エ
テ
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
証
券
東
京
支
店 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

３
年
間
に
わ
た
り
高
額
助
成
申
し
出 

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
は

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
の
誕

生
日
に
当
た
る
６
月

27

日
、
同
学
院
の
同
窓
会
総
会

と
懇
親
会
を
開
い
た
＝
写

真
。
同
日
午
前

11

時
か
ら

講
堂
で
約

50

人
の
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
が
出
席
し
て
総
会
を
開

き
、
平
成

19

年
度
の
事
業

報
告
・
同
決
算
案
と

20

年

度
事
業
計
画
・

同
予
算
案
を
満

場
一
致
で
可
決

し
た
。 

懇
親
会
は
、
目
が
不
自
由

な
が
ら
語
り
部
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
川
島
昭
恵
さ
ん

に
、
童
話
を
２
作
朗
読
し

て
も
ら
っ
た
。
東
京
メ
ト
ロ

西
早
稲
田
駅
の
開
設
で
23

年
ぶ
り
に
出
席
し
た
女
性
は

「
新
駅
が
で
き
て
本
当
に
便

利
に
な
っ
た
。
来
年
も
是
非

来
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
た
。 

 

学
院
同
窓
会 

新
線
開
通
で
久
し
ぶ
り
の
出
席
も 

 
協
会
を
強
力
バ
Ḕ
ク
ア
Ḕ
プ 
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 第26回ＪＴシチズンシップ・

イベント「第58回ヘレン・ケ

ラー記念音楽コンクール」（東

京ヘレン・ケラー協会主催、Ｊ

Ｔ共催、ソシエテジェネラル協

賛、文部科学省、毎日新聞社、

毎日新聞社会事業団、点字毎日

など後援）が勤労感謝の日の11

月23日、東京・港区のＪＴアー

トホールアフィニスで開かれ、

器楽、声楽の２部門に児童、生

徒、学生ら計42人が出場した。 

 もっとも感動を与えた演奏者

に贈られるヘレン・ケラー賞

は、熊本県立盲学校専攻科２

年、飯嶋輪さんが受賞した。飯

嶋さんはヴァイオリンでエドゥ

アール・ラロ作曲スペイン交響

曲ニ短調作品21第１楽章をダイ

ナミックに演奏し１位となっ

た。飯嶋さんは昨年、ピアノ自

由曲の部で１位を受賞してお

り、異なる楽器でV２を達成す

る快挙となった。 

 また、コンクールのあと視覚

障 害 の フ ル ー

ティスト、綱川

泰典さんがA.F.

ドップラー作曲

子守歌作品15な

ど５曲を特別演

奏。同じく視覚

障害のピアニス

ト、長澤晴浩さ

んの伴奏で鮮や

かな音色を会場

に響かせた。 

 審査はヴァイ

オリニストの和

波孝禧 、鍵盤

楽器演奏家の武

久源造、合唱指

揮 者 の 淡 野 弓

子、毎日新聞専

門編集委員の梅

津時比古の４氏

があたったが、

コンクール終了

後に会場で和波、武久、淡野の

３先生が直接指導する機会を設

けたため、多くの出場者が貴重

なアドバイスを受けた。 

  第58回ヘレン・ケラー記念音楽コンクール 

  飯嶋さんにヘレン・ケラー賞 
   昨年はピアノで１位 ヴァイオリン部門で受賞 

  演奏に入る直前、弓を構える飯嶋輪さん 

 ◆ヘレン・ケラー記念音楽コ

ンクール入賞者（敬称略、数字

は学年） 

【ピアノの部・小学生の部】 

１位＝阿部友亮（栃木県立盲・

小５）▽２位＝該当者なし▽３

位＝岩月かほり（愛知県立名古

屋盲・小２）、鈴木萌依（静岡

県立静岡視覚特別支援・小６）

▽奨励賞＝高野翼（栃木県立

盲・小４） 

【ピアノの部・中学生の部】 

１位＝市川純也（奈良県天理市

立西・中１）▽２位＝生島唯斗

（東京都立葛飾盲・中１） 

【ピアノの部・高校生以上の

部】 

１位＝服部澄香（愛知県立名古

屋盲・高２）▽２位＝藤本しの

ぶ（大阪府立視覚支援・専２）

▽３位＝中西良輔（千葉県立千

葉盲・高３） 

【弦楽器の部＝いずれもヴァイ

オリン】 

１位＝飯嶋輪（熊本県立盲・専

２）▽２位＝横山響子（岐阜県

立岐阜盲・高３） 

【その他の楽器の部】 

１～３位＝該当者なし 

【独唱１部】 

１位＝該当者なし▽２位＝吉岡

千尋（京都府立盲舞鶴分校・小

５）▽３位＝米屋明歩（愛媛県

立松山盲・小６）、生島唯斗

（東京都立葛飾盲・中１） 

【独唱２部】 

１位＝桝井彩加（大阪府立視覚

支援・専２）▽２位＝濱田直哉

（大阪府立視覚支援・高２）▽

３位＝日下部亜美（大阪府立視

覚支援・高３） 

【合唱の部】 

１位＝大阪府立視覚支援・高

２・３、専２▽２、３位＝該当

者なし▽奨励賞＝ヘレン・ケ

ラー学院 

【ヘレン・ケラー賞】 

弦楽器の部＝飯嶋輪 
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2008年度ヘレンケラー・

サリバン賞は、視覚障害ラ

ンナー伴走の永年にわたる

実践的リーダーであり、

ニューヨークに本部を置く

障害者のランニング・クラ

ブ「アキレス・トラック・

クラブ」の日本支部創設者

として、またＮＰＯ法人東

京夢舞いマラソン実行委員

会の理事長として走り続け

る大島幸夫さん（71）に決

定した。 

贈賞式は、10月１日、東

京ヘレン・ケラー協会３階

ホールで開かれ、藤元節理

事長が「この賞を弾みに、

障害者と健常者のバリアを

取り除くためにさらなる尽

力をお願いします」と挨

拶。大島さんに表彰状を授

与した＝写真。 

また選考委員長の田中徹

二日本点字図書館理事長

が、ヘレン・ケラー女史の

サイン入りクリスタル・ト

ロフィーを贈呈。「本賞は

本来の仕事以外に、ボラン

ティアとして視覚障害者を

サポートしてきた人に贈り

たいと考えていた。その意

味で大島さんはもっともふ

さわしい人で喜んで選ばせ

てもらった」と選考の経過

を説明した。 

大島さんは「視覚障害者

のみならず、さまざまな障

害を持った方たちと接する

ことで、視野が広がり新し

い世界が見えてきました。

記録ばかり目指していた頃

と違って、障害者と走るこ

とで、私の走りは進化した

のです。受賞を中間点とし

てさらにみなさんと走り続

けていきたい」と述べた。 

今年のヘレンケラー・サリバン賞 

 視覚障害ランナーと伴走 

大島幸夫さんに 

点
字
図
書
館
主
催
の
第
34
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
懇
親
会
は
10
月
28
日
、
当
協

会
３
階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
日
頃
点
字

図
書
館
を
支
え
て
い
る
点
訳
・
音
訳
・

図
書
整
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
50
人
が

参
加
し
た
。 

前
半
は
、
５
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
続
け
て
き
た
11
人
（
当
日
出
席
５

人
）
に
藤
元
節
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。 

恒
例
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
は
歌
手
の
大

村
み
の
り
さ
ん
を
迎
え
て
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
。
大
村
さ
ん
は
自
然
・
環
境
、

癒
し
を
テ
ー
マ
に
叙
情
歌
を
歌
っ
て
国

内
外
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
お

り
、
忙
し
い
中
、
時
間
を
割
い
て
今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
引
き
受
け
て
く

れ
た
。 

 

会
場
に
は
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院

の
学
生
ら
も
集
ま
り
、
大
村
さ
ん
は

軽
快
な
ト
ー
ク
と
叙
情
歌
17
曲
を
披

露
、
最
後
は
全
員
で
唱
歌
「
ふ
る
さ

と
」
を
大
合
唱
し
て
１
時
間
た
っ
ぷ

り
楽
し
ん
だ
。 

 

ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
叙
情
歌
を
披

露
す
る
大
村
み
の
り
さ
ん 

 

叙
情
歌
を
楽
し
み
、
口
ず
さ
む 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
親
会 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催 

＜大島幸夫さん＞ 

1937年東京生まれ。早

大卒。毎日新聞社で社会

部、サンデー毎日編集次

長、運動部編集委員、学

芸部編集委員、特集版編

集部長、特別委員などを

経てフリージャーナリス

ト。沖縄、韓国、戦後民

衆史、映画、海洋文化、

ファッションなど広範な

ジャンルのノンフィク

ションを手がけてきた。  
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視
覚
障
害
者
向
け
の
機
器
や
用
具
、

便
利
グ
ッ
ズ
な
ど
を
集
め
た
当
協
会
の

展
示
会
「
サ
ポ
ー
ト
グ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
２

０
０
８
」
は
、
８
月
20
日
、
点
字
出
版

所
の
あ
る
毎
日
新
聞
社
早
稲
田
別
館
地

下
食
堂
を
借
り
て
開
催
。
最
終
的
な
来

場
者
数
は
、
前
年
の
80
名
を
大
き
く
上

回
る
過
去
最
高
の
１
２
３
名
と
な
る
盛

況
だ
っ
た
。 

今
年
度
は
、
相
次
い
で
発
売
さ
れ
た

携
帯
型
デ
イ
ジ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
拡
大

読
書
器
に
的
を
絞
っ
て
目
玉
展
示
に

し
、
関
係
各
社
に
出
展
を
依
頼
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
協
会
の
事

業
内
容
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
ヘ

レ
ン
・
ケ
ラ
ー
協
会
の
ブ
ー
ス
を
用
具

セ
ン
タ
ー
と
は
別
に
設
け
た
。
ポ
イ
ン

ト
は
「
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
の
生
の

声
視
聴
」
と
し
、
女
史
が
１
９
５
５
年

に
来
日
し
た
際
の
貴
重
な
肉
声
を
テ
ー

プ
で
流
し
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で
聴
い
て
も

ら
っ
た
＝
写
真
。 

 

前
宣
伝
が
効
い

て
利
用
者
側
の
期

待
も
高
か
っ
た
の

か
、
来
場
者
は
開

場
前
か
ら
膨
れ
あ

が
り
、
急
き
ょ
開

始
時
刻
を
繰
り
上

げ
て
の
ス
タ
ー
ト

と

な

っ

た
。
「
ヘ

レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女

史
の
声
視
聴
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
年
配
の
方
を
中
心
に

「
実
際
に
来
日
し
た
時
に
、
ス
ピ
ー
チ

を
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
」
「
50

年
以
上
も
前
だ
け
ど
、
声
を
聴
い
て
当

時
の
思
い
出
が
蘇
っ
た
」
な
ど
と
感
激

に
浸
っ
て
い
た
人
も
見
受
け
ら
れ
た
。

他
の
ブ
ー
ス
も
盛
況
で
、
新
型
製
品
に

触
れ
た
く
て
し
ば
ら
く
待
た
さ
れ
る
人

も
お
り
、
会
場
は
終
始
熱
気
に
満
ち
て

い
た
。 

今
年
は
主
管
を
こ
れ
ま
で
の
点
字
図

書
館
か
ら
盲
人
用
具
セ
ン
タ
ー
に
移
行

し
て
、
従
来

の
体
制
を
ガ

ラ
リ
と
変
え

て
の
開
催
と

な
っ
た
上
、

東
京
メ
ト
ロ

副
都
心
線
西

早
稲
田
駅
開

業
で
交
通
の

便
が
格
段
に

良
く
な
っ
た

こ
と
や
話
題

の
商
品
を
集

め
た
こ
と
が

集

客

に

繋

が
っ
た
の
だ

ろ
う
。
来
年

度
も
さ
ら
に

生
活
を
楽
し

く
便
利
に
す

る
商
品
や
新

商
品
を
紹
介

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
（
盲
人
用
具
セ
ン

タ
ー
） 

<

出
展
企
業>

（
株
）
ア
イ
ネ
ッ
ト
▽

（
株
）
ア
メ
デ
ィ
ア
▽
（
有
）
エ
ク
ス

ト
ラ
▽
（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
▽
Ｋ
Ｇ

Ｓ
（
株
）
▽
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
（
株
）
▽

（
株
）
タ
イ
ム
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
（
株
）
Ｔ
Ｎ
Ｋ
▽
（
株
）
日
本
イ
ン

シ
フ
ィ
ル 

<

特
別
参
加
団
体>

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ネ

マ
・
ア
ク
セ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
／
バ

リ
ア
フ
リ
ー
映
画
鑑
賞
推
進
団
体
シ

テ
ィ
ラ
イ
ツ
▽
社
会
福
祉
法
人
日
本
点

字
図
書
館 

 学
院
で
は 

 

感
謝
の 

 

᷷
無
料
体
験 

 
 

マ
Ḕ
サ
ー
ジ
᷸ 

同
日
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
で
は

日
頃
の
協
力
に
感
謝
を
込
め
て
地
域
の

方
へ
の
30
分
間
無
料
体
験
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
開
い
た
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
あ
た
っ
た

の
は
学
院
の
２
、
３
年
生
。
午
前
10
時

の
開
始
前
か
ら
す
で
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

希
望
す
る
人
が
訪
れ
、
早
速
心
地
よ
い

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
。
こ
の

日
訪
れ
た
方
は
41
人
に
も
上
り
、
学
院

生
の
腕
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
て
く
れ

た
よ
う
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
(

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院) 

開場前から サ
ポ
ー
ト
グ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
２
０
０
８ 

 大 

盛 況 

女史の声に     

感激 
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 当協会がネパールで実施する

事業の熱心な後援者であった安

達禮雄氏が、2007年秋に逝去さ

れ、遺族から同氏を記念した奨

学金をネパールに創設したいと

申し出があっ

た。そこで当

協会は寄せら

れた200万円

を「安達禮雄

育英基金」と

してネパール

側関係者と協

議、2010年４

月からスター

トすることで

合意した。 

 福山博海外

盲人交流事業

事務局長は、

2008年８月ネパールを訪れ、こ

の件についてネパール盲人福祉

協会（ＮＡＷＢ）会長をはじめ

とする同協会幹部と協議した。 

 ＮＡＷＢからは「ネパールに

は貧しさゆえに就学できない視

覚障害児が大勢いる。大変あり

がたい申し出であり深謝する。

ＮＡＷＢには同様の奨学金が３

件、事業基金が４件あり、長年

の運用実績を誇っており、問題

点はない。具体的内容に関して

は、後日文書で提示したい」

と、申し出に対する謝意と、こ

の基金を確実にネパールの視覚

障害児のために役立てることへ

の強い決意が表明された。 

 ＮＡＷＢは、その後、育英基

金の内容を文書で提案してきた

が、その骨子は以下の通りであ

る。 

 ☆奨学金の名称は「安達禮雄

育英基金（Reo Adachi Schol-

arship Fund）」とする。 

 ☆同基金を保証するため、安

達家、ＮＡＷＢ、当協会の３者

が「覚書」を交換する。 

 ☆ＮＡＷＢは200万円に相当

するネパールルピー（以下、ル

ピーと略す）をカトマンズの信

頼できる銀行に定期預金として

預け、2010年４月からその利息

の中から奨学金を給付する。 

 ☆ＮＡＷＢは、定期預金から

得られる銀行利息だけを使い、

元金は定期預金の口座に常に保

たれ、同基金は永続するものと

する。 

 ☆支給対象者は小学校から高

校までに就学する視覚障害児

童・生徒５名を予定しており、

１人あたりの奨学金は年額１万

5,000ルピーとする。 

 ☆奨学生が高校教育を終了す

ると同基金は新しい視覚障害児

に与えられるものとする。 

 ☆ＮＡＷＢは奨学金総額の

５％を超えない金額を管理費と

して使用できる。 

 ☆ＮＡＷＢの年次総会におい

て、同基金の事業報告と会計報

告を行う。 

 ☆ＮＡＷＢは毎年12月末に、

安達家と当協会に対して、奨学

生の学業報告と会計報告を行

う。 

 安達禮雄育英基金を保証する

ため、安達家、ＮＡＷＢ、当協

会の代表が11月９日付で「覚

書」を交換し、11月27日、「安

達禮雄育英基金」を創設するた

め、安達家からの200万円をＮ

ＡＷＢに送金した。 

 同基金の設立を提案したＮＡ

ＷＢからの英文の手紙と、育英

基金に関する英文の「覚書」と

その和訳は、当協会のホーム

ページ上で公開している。 

 

『LIGHT OF  LOVE 
（愛の光通信）』 

 2008年冬号を発行 
 海外盲人交流事業事務局で

は、ネパールにおける事業を紹

介したニュースレター『LIGHT 

OF LOVE（愛の光通信）』（墨

字版と点字版）を年２回発行し

ているが、2008年12月冬号（通

巻31号）をこのほどリリースし

た。 

 同誌は当協会のホームページ

でもPDF形式、TXT形式、BASE形

式（点字版）で公開している。

(http://www.thka.jp/kaigai/) 

 

新評議員に福山博氏 
東京ヘレン・ケラー協会は12

月12日、平成20年度第３回理事

会を開き、川田孝子評議員の退

任を承認、後任として福山博点

字出版所編集課長に委嘱する案

件を承認した。福山評議員の任

期は平成22年６月11日まで。 

         

   

「安達禮雄育英基金」創設 

普通学級で勉強するネパールの視覚障害生徒 

「ネパールの視覚障害児のために」遺志生かし 

2010年４月からスタート 
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社会福祉法人 

東京ヘレン・ケラー協会 
〒169-0072 

 東京都新宿区大久保３－１４－２０ 

本部、ヘレン・ケラー学院 
電話 ０３（３２００）０５２５ 

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８ 

点字図書館 
電話 ０３（３２００）０９８７ 

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２ 

点字出版所、盲人用具センター、 

海外盲人交流事業事務局 
 東京都新宿区大久保３－１４－４ 

電話 ０３（３２００）１３１０ 

  

ホームページもご覧ください。 
   http://www.thka.jp/ 

 従来、当協会はＪＲ高田馬場

駅から遠く、悪天候の日など来

訪者にご足労をお掛けしてき

た。しかし、６月14日に念願の

東京メトロ「地下鉄副都心線」

が開通したことにより、同線

「西早稲田駅」２番出口より徒

歩２分と極めて交通至便となっ

た。しかも、西早稲田駅から池

袋駅まで５分、渋谷駅までは11

分。さらに、西早稲田駅から二

つ先の新宿３丁目駅では東京メ

トロ丸ノ内線や都営新宿線への

乗り換えが容

易なため、地

下鉄による都

内各所への移

動がとてもス

ムーズとなっ

た。これまで

「点字ジャー

ナル」の取材

などで出かけ

る際には、天

気を気にする

こともしばしばあったが、地下

鉄副都心線の開通で、それも今

や昔である。 

 わたしたち視覚障害者にとっ

て副都心線は、なにより安全対

策がしっかりしており、その点

でも頼もしい限りである。とく

に各駅のプラットホームにあ

る、電車が停車すると自動的に

開閉する「可動式ホーム柵」の

存在は、安全対策としてはなに

ものにも代え難いものである。

さらに、駅員も懇切丁寧で、わ

たしたちの誘導を快く引き受け

てくれている。ただ一つ残念な

ことは、プラットホーム上にあ

る斬新なデザインのベンチや椅

子である。特別注文であろう

が、透明であるため弱視者に

とっては極めて分かりにくく、

身体の一部がぶつかる危険性が

とても高いのだ。おそらく東京

メトロにとっては予想外の指摘

だろうが、安全対策では画竜点

睛を欠くといわざるをえない。 

 ところで、副都心線は埼玉県

和光市の「和光市駅」から東京

都渋谷区の「渋谷駅」を結んで

おり、池袋、新宿、渋谷の３大

繁華街に直結している。さら

に、2012年には東急東横線との

相互乗り入れも開始され、埼玉

県南部と横浜が一つの線路で繋

がる予定である。横浜在住のわ

たしにとってはなんとも心強い

計画である。 

(「点字ジャーナル」編集部 

戸塚辰永） 

 

 

   協会までらくらく２分 

 ＜安全策もしっかり＞ 
  ･･･でも もうちょっとの配慮を 

  東京メトロ副都心線開通 


